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【管更生工業会HPから】
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【排水管の現状と問題点】
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【排水管の漏水発生個所】
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【排水管の更生工法】

（前日洗浄工事の実施による１日での更生工事の施工戸数を増加させる工夫もしている）
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【排水管の更生工事での注意点】

更生工事での注意点

1．現状では劣化の進行したケースでの施工依頼も有り、
慎重な調査が必要である。

2．立て管は押入れの裏側やPSの奥に収納され、現状復旧
に時間と手間が掛かる。やはり慎重な施工計画が必要。

3．系統により腐食度合いが非常に違う。特に台所系統は
汚れと流れが悪く、腐食状況が激しいケースが多い。

4.施工は縦系統単位での工事となり、１か所でも穴あきトラブルが
発生すると、縦系統全ての住居に影響する。補修対策を周到に
準備する必要がある。
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平成11年（1999）
排水管更生工事工法として始めて審査証明の認証を

DREAＭ（ドリーム）工法が取得。

給水管の審査証明取得からは１2年経過後となった。

現在までに他に16工法が審査証明を取得

内13工法が日本管更生工業会に加入

加入工法

DREAM工法 ・ Re-FLOW工法 ・ ドレンシャトル工法

UPL工法 ・ EBM工法 ・ モバイルハイブリッド工法

マルライナー工法・CSC(サイクロン）工法・PCG工法

未加入工法

TT-SLトルネード工法・SRCT-Ⅱ工法・HAM-J工法

【排水管更生技術認証の歴史】

建設技術審査証明事業

新しい建設技術の活用促進に寄与することを目的として、民間において自主的に研究・開発された
新技術について、技術内容を学識経験者等により技術審査し、その内容を客観的に証明し、普及活
動に努める事業。
建設技術審査証明協議会の会員である14の法人が実施する公的な認証
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【排水管更生工法の特徴と選定基準】

管内清掃方法 高圧洗浄，サンドブラスト，電動冶具

塗料 エポキシ樹脂，ビニールエステル樹脂
ガラスフレーク，ガラスクロスホース等

塗布方法 気流式，ピグライニング，スプレーノズル
回転ノズルによる噴射，ホース反転接着

塗布、研磨手段 圧縮空気方式，吸引方式，機械方式

塗膜硬化時間 全て塗布後は当日通水

工法により、清掃方法，塗布方法，塗料も大きな違いがある。調査による結果を
踏まえた最適な工法の選択が必要。

給水管の更生工事での選定基準の審査証明所得と日本管更生工業会に加盟
している方法、会社を推薦いたします。

－ 工法の特徴 －

－ 選定基準 －
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【排水管更生工法の概要-1】
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【排水管更生工法の概要 2-1】

10

【排水管更生工法の概要 2-2】

モバイルハイブリッド工法（噴射・吹付方式）
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【排水管更生工法の概要-3】
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【排水管更生工法の概要-4-1】
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【排水管更生工法の概要-4-2】

塩ビ管挿入方式（ﾘﾉﾍﾞﾗｲﾅｰ工法）
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【管内施工状況】

既存管 研磨後

塗布後15

【審査証明報告書と施工判定基準】

施工判定基準
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【施工記録例と第三者検査項目】

施工記録表 第三者検査記録表
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【排水管更生工法比較表 1】
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【排水管更生工法比較表-2】
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排水管更生工事量の推移

排⽔管の更⽣⼯事実績は直近5年間で70.000ｍから110.000ｍ。150件から210件と実績と
しては徐々に上昇してきている。今後も順調な伸びを期待している。2016年度の施⼯⼾

数としては110.000⼾程度と推定している。

工業会排水管施工ｍ数

工業会排水管施工件数
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マンションストック戸数（国交省資料）

築30年以上の集合住宅150万戸／全戸数613万戸＝24.5%
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今後の排水管更生工事の対応

下記に表⽰した代表的な集合管継⼿を使⽤した単管排⽔システムの中⾼層マンションも築
後30年以上経過し、この排⽔システムへの更⽣⼯事の需要も発⽣してきている。各社の創
意⼯夫により施⼯の対応も可能となってきており、排⽔管の更⽣⼯事の今後の増加が期待
できる状況である。
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終わりに

• 排⽔管の更⽣⼯法による改修実績は、1999年の最初の審査証明取得
から本年で18年⽬に⼊ったところであるが、近年も新たな⼯法にて
審査証明を取得して、⼯事の拡⼤を図っている企業もあり、市場規
模はこれから増⼤してゆくと期待している。

• 今後の排⽔管更⽣⼯事の市場を健全に伸ばしてゆくためには、常々
⾔われていることだが、⼯事のプロセスでの品質管理を確実に⾏い
本来の性能確保に努めることは、もちろん、⼯法の改善を積み重ね
施⼯性能の向上を⽬指すことが⼤切である。

• ご静聴ありがとうございました。
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